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　本号の特集は「ホームケアのすゝめ」の第 2弾です。元気に動き回る子どもだか
らこそ，彼ら彼女らは勢いよく走り，転倒し，打撲し，転落し，けがをします。子
どもが平地で転倒するのに要する時間は平均 0.5秒といわれており，たとえ目の前
で大人が見守っていても，子どもの障害予防は難しいとされています1）。つまり見
守りのみでは防げる子どものけがは少なく，正しい知識に基づいた予防と受傷後の
初期対応が重要ということです。
　本特集では，子どものけが（頭部打撲，すり傷と切り傷，鼻・のど，歯，眼の外
傷，打撲・捻挫・骨折），やけど，誤飲，窒息，虫刺され，熱中症について，専門家
が最新の知見に基づいて初期対応や観察の仕方，医療機関の受診のポイントを解説
しています。そして予防の大切さを教えてくれています。どの原稿からも，執筆者
の子どもの安全を願う思いがあふれています。野村さちい先生の「救急セットを見
直そう」も超お役立ち記事です。
　「ホームケア」なので各家庭はもちろん，子どもたちが生活する園や学校の保健室，
学童，放課後等デイサービスなどにもぜひ一冊常備していただければと思います。
 （小林穂高）
文献
	 1）	山中龍弘，他：傷害予防に取り組む―変えられるものを見つけ，変えられるものを変え
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＊場合によってタイトル・内容に変更が生じることもあります。ご了承ください。

最近のアレルギー診療をいったん整理
してみました！

（企画：岡藤郁夫）
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予約購読のお申し込み
2026年年間前金予約割引購読料　22,216円（税込）
予約購読は最寄りの医学書取扱書店または
弊社ホームページでお申し込みください。
毎月の送料は弊社で負担いたします。
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